
123 

山形の地震記象からみた地震活動域について*

鈴

I まえがき

その調査は，先に本庁地震課から提案された「地震予

知のための予備調査」によるものである.

山形で観測された地震観測結果の資料を用いて東日本

およびその周辺における地震活動域と地下様造の解析を

木 健**

550.340.1 

地震計の常数

調査期間中の地震計の常数は大体左表の通りである.

11 地震記象型による地震活動域について

~.1 資料及び調査方法

資料の最も多くある気象台式簡単微動計を用いて記象

おこなった. 、 の型を分類した.期間は1947(昭和22)年より 1959.(昭

山形における地震観測は中村式簡単微動計，今村式強 和3.4)年までの13年間で，水平動2成分が完全に記録さ

震計により，大正14年1月に開始された.昭和11年には れていて，記象紙上での最大全振5mm幅以上の震源が

気象台式簡単微動計が，昭和18年には気象台型強震計が 判明しているものを選び出じた.調査方法は測候時報第

設置された.その後，昭和23年7月に気象台式の 2台の 26巻第9号「地震予知のための予備調査」に従がった.

みとなり，昭和35年5月に簡単微動計は現i在の54C型普，

通地震計となって52型強震計とともに現在にいたっ一てい

る.

山形地方気象台の位置は 380 15'‘11" N， 140020' 

57"E，高さ151mで，地形は奥羽山系の蔵王山系から流

れる馬見ケ崎JIIの扇状地にあり，気象台付近の地層の柱

状図をみると深さ209m 以上にわたって砂磯層になって

し、る.

気象台式簡単微動計
、
(昭和字4年8月検定〉

成分 l倍 率門 S21摩町τ151制振度
S--N 
I
伺(42)/ ，4. 2(4州叩州 6 (6) 

E--w， Iω(40)1 4.2(4め10.29(0.01)/ 5 (5) 
(. )内は昭和23年8月検定

54型C普通地震計 (昭和41年7月検定〉

成分|倍 率|周 s記戸内nE制振度
S~N 
1 . ~沢叫 2. 1(2的附州 8 の

E~W 
1 

5~側|川1.9)10.07(0州 8.(8) 

U~D 
1 
56(53)1 2.0(2.0)10附州 8 (8) 

( )内は昭和36年t月検定

* T.Suzuki: Investigations of Seismic Activity 
fr:om Seismograms Obtained at Yamagata (Re-
ceived September 26， 1969) 
料 山形地方気象台

対象となる地震は，震源の深さ100km未満を浅発地震

として149例， 100km以上を深発地震とし 21例につい

て調査した.

~ 2 浅発地震について

( 1 ) 記象型の分類

まず各記象から次の 7，基本型に分類した.

A型 P相， 5相共に明瞭で簡明な型，振動の減衰は

早い.

B型 P相， 5相共に明瞭で簡明な型だがA型程でな

く，振動の減衰もA型よりやや遅い.

C型 P相， 5相が比較的明瞭な型，振動の減衰はB

型より更に遅くなる.

D型、 P 相， 5 相が比較的明瞭でS 相以後 P~5 の 2 ，

3倍くらい大きな振動が続き，その後の減衰は割合早

し、.

E型 P相， 5相ともに不明瞭で，振動の減衰も遅

• 
、
tuv 

F型 Pから次第に振l隔を増し， P~5 の 2 ， 3倍く

らいから次第に減衰する.

G型振l隔がP相で極大が出現し， 5相付近で一時小

さくなり，再び振幅を増して最大となるピーナツ型.

また，この基本型に震源より推定、したS波発現時刻よ

り志相当に早くS相らしくみえる相の現われているもの

にはダッシュを，遅く現われているものには"を付けて

区別した.

以止の基本型および「第1表」による細分類で震央分
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124 験震時報第 33巻第 2，3，4号

一耐震央地名lvlvl記象 型 の 特 徴

A 

B 

C 

、、

E 

F 

G 

A1 
福島県東部，福島県沖

!12-16!60-90 !~:，共にでな12~ 16 1 60~90 は早い.

A2 山形県中部，福島県沖 l lrSMで04~26 1 S~95 きくない，振動の減衰は早い.

Bll金華山沖，福島県沖 |山9140~60 I p明瞭"s比較的明瞭な型

B2 茨城県沖，千葉県中部
l l lRS吋で明な 1 の日
14~30 1 S~80 動の減衰はやや早い.

B3 岩手県北部，茨城県沖
!13_66! 中山で日ロ13~66 1 50~1 は小，振動の減衰がAz型よりやや遅い.

C1 三陸沖
!30-951 0-80 1刊に比明よ30~95 1 0~80 1:の減衰やや遅い.

Cz 茨城県沖，千葉県中部
1 18_37! 0-80! =山的H18~37 1 0~80 振動の減衰はやや早い.

|問沖茨城県西部 12~32!20-70 I問鮮明東西成分四
3 千葉県沖，千葉県中東部 25~32 -1 20~ 70 違うもの.

C4 秋田県北部

l
三陸沖宮間

茨城県沖

l北海道南東沖，
El I青森県沖，三陸沖

沖葉県沖東海道沖

一同三陸沖

|北海道南東沖，

F2 I三陸沖，営城県沖

宮城県沖，福島県沖

l i lM的明瞭 S朗同町
19~98 1 0~80 動減表やや遅い.BaとC

1型の中間的型.

l l IRS-的一 sの加叩以後周19~41 1 
| 期の長い振幅の大きな波が続きその後の減衰やや早い

[29--'-84! ド 70lp比一 s止較的不明瞭手動ゐ悶

卜6-791 。叶比較的明瞭j不明瞭振吋赫
130-55! S -60!i比一 S比…瞭 S以締一大30~55 I S~601 きい波が続く D と F2型の中間的型.振動の減衰やや

|遅い.

11~43! S-60 !~，Jt"'ó'Jf1)j~， S明岡町一15~43 I S~60 I 

P比較的明瞭，S不明瞭，振幅Pで極大が出現しS付

16~44 I O~ 70 I近で一時小さくなり再び振幅を増して最大となる，振
動の減衰やや遅い.

布図を作ったのが「第1図Jr第2図」であり，発現地 B 型岩手県北部と宮城，福島県沖に分布し，P波の

域を区別したのが「第3図」である.記象の実例は「第4 振幅が割合大きな B2型は福島県沖によくまとまってお

図」の通りである. ‘ 、 り茨城県北部まで達している.岩手県北部の深い地震を

A型 内陸部には少ないが，‘岩手，宮城，福島j 山形 B3型として分類した.金華山沖ほ資料が少注いがA1型

各県と宮城，福島県沖Iこ分布し，その大部分がA1型で， からG型への境界にあるらしく B1型としてよさそうで

福島県沖にAz型が区分で、きる. ある.

-80-
¥¥ 



山形の地震記象からみた地震活動域について一一鈴木健 125 

第1図浅発地震記象型の震央分布図

第2図 浅発地震記象型の細分図

第3図 浅発地震記象型の区分図

さι一→』いl脚附世伽叫脚川仲州附4柚蜘州榊附…拘向榊州附'岬仲附…骨炉W…Jザ…ザ………ι 州州州州‘4州̂ 州州州山骨州叫州州ベ4や桝}か川h叫噌
A1型‘1叩95臼8年4月1日2お3時O肝7分宮城県東方沖， 38.5

0 N 

i一一4伽"州州州~
5 →1い~伽…附怖炉炉附い，向剛吋….咽仲…働蜘い酔叫仇…一

A2型 1951年4月5日03時 56分宮城県沖， 37.9
0 N 

142. 00 E K 70km震度2

十 刑叫叫叫叫叫1州伸州州州州脚州脚州州州州州脚州~州州~川州~州1州1
十州州M仲刷酬4州州A酬川州川J榊附…←
B1型 1958年2月16日15時04分金華山沖， 38.5

0 

142. 20 E H 60km震度2
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126 験一震時報第 33巻第 2，3，4号

-3一寸州~附州山…

一号 f州川州側伽…
B2型 1958年4月17日20時33分福島県東方沖 37.1

0N 

141. 30 E H 60km震度 1

ーすー吋州阿川川川州ゃい…

ート川崎~川
， B3型 1955年9月30日04時58分岩手県北部， 40.1 oN 
141. 30 E. H 90~100km震度 O

寺ー一州~俳糾州……~
一号一~榊蜘蜘州仲村側~…

C1型 1952年 4月15日15時00分浦河沖， 42.0
0N 

142. 80 E H 30~35km震度 O

今一刊仲仲山…一一…

十一仙川伸一ム……
C2型 1954年 8月28日19時01分茨城県沖， 36.7

0N 

141. 1 E H 40km震度O

す一→~\\，州Lい叫州d叫州州品川州\\\酬}I.\峠肌州州崎砂抗内州州州'1'，弘州州州州榊1'1\刊帆刈ìkふ判i十か州ト1，，\:、\\:加抑州州州~I\州州帥州，\\~仲伽\~申帆\v例州V刊州州州州仲1晴判制判H川i~'\\\

十一一一叫刊州1北竹i\~判川iト判州i~W
C3型 l叩95弘4年 7月1臼8日1臼8時Oω8分千葉県沖， 35.5

0N 
141.10E H 40km震度O

会一制中川州内.~~t*J.~~ー
す一一~~州W帆川帆lJYt州州\Vyh~~
C4型 ，1195，2年5)120日03時33分北海道南東沖， 41.-80 N 
141.10 E H S震度 O

十川~州州州剛山…
ミー州~~附帆W蜘h恥九州、…
D型 1952年10月27日12時17分三陸沖， 39.40N 
143. 40 E H 50~60km震度 O

奇一一一川州岬州叫州凶州州v刊i州州州仇刷叫吋州附~和料~仲州./tti川州州4川川附、~ψ州1~岬州判刷州叫州い州…一…

一ト一…一吋叫叶叫州J川哨併叫i

E1型 .1叩95臼4年、9月1ロ2日16時4訪5分三陸沖， 40.90N 
143. 60 E H 20km震度O

会一一一叫叫叫州川……………
長一一ー~州W引い仙川、M…~…一

E2型 1957年11月11日04時21分新島近海， 34.3
0'N. 

139.350 E H 0 km震度O

長一一叫州~M~神州阿川町…
E 
一一一一--'"州神
W 

F1型 1955年 5月1日18時56分三陸沖，393/40N 

1433/4
0E H 60km震度O

-3一一吋.~州…ゅ一一
-5-州川………
F2型 1956年1月7日07時25分宮城県沖， 38.4

0N 

142. 50 E H 60km震度 1

附州?蜘~;\

酬t州J附仰州附1

G型 1958年4月8日03時05分金華山東方沖， 381/40 N: 
1433/4
0E H 20km震度O

第4図浅発地震記象型の例
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山形の地震記象からみた地震活動域について一一鈴木健 127 

C型，北海道南方沖から青森，岩手県沖にかけて広く 側ではAであるが，東側では複雑な記象のG型となって

C1型が分布し，北海道南東沖にはC4型と B3型があ，るが し、る.このことはG型域の地下構造あるいは発震機構に

C4型に区分した.
、
; 特殊性があり，それらが一つの活動域を形成しているも

福島，茨城，千葉県沖から千葉県にかけではC2とC3 、 のと考えられる.このこ之が本調査で最も注目されるこ

型で360N付近を境に北側にC2型，南側にC3型がよく.

まとまって分布している.

D型，資料が少なく不明瞭だが三陸沖にある.

E型 c型の外側にあって，北海道南東はるか沖から
青森県はるか東方沖に]:1型，千葉県南東はるか沖から
東海道沖にE2型があり，E2型はS相の判別が困難とな

っている.

F型，三陸はるか沖にあって E1型もかなり含まれてい

るが大体F型としてよさそうである.細分すると 390N

を境に北側にF1'南側にF2が分布している.

G型，宮城，福島県はるか沖にあって，1420 Eを境に

その東側に，かなり広い地域にわたって分布している.

(2) 考察

イ，全体的に山形の緯度380 よりも北側のものと南側

とであり F型Cついても同様のことがし、え、そうであ，

る.

ロ，北海道南東沖のC，E型について，沿岸付近の

C 4， .B 3型と，はるか沖のE1型広も特徴がある，沿岸付

近のC4型が遠距離にもかかわらずS相は明瞭で簡明な

型になっている.これは震源の深さに関連する模様で，

深さ40km未満は全域E1型としてよさそうでS相の明

瞭なC4型は60km以上の深さのものについてであるよう

fニ.
ハ，茨城，千葉県沖のC型について，水平2成分共に

同じ型のC2型と，、南北成分がF2型で、東西成分がC2型の

記象を示すC3型があり，36
0Nを境にして北側にC2型

南側に C3型が分布し，違った活動域が存在するらし

• 
、
t
v
 

のものには同類の型でもA型を除き，その細分において ニ，1380 E以西， ここでは S波の走時がら推定され

特徴がある.つまり B型は北方がP波の振幅が小さいへ るS相出現時刻から相当おくれたと ζろに一見してS相

B3型，東方はB型としては複雑な記象を示すB1型，南 .と読まれる相が出現している.これは1/付きの記象型で

方にはP波の振幅のやや大きいB2型.C型は北方にC1 あるが資料が少ないのでここでは特に考察は行なわなか

型と C4型，南方にC2型と C3型.E型は北方にE1型， った.

南方にE2型，38
0N以北にF型，以南にG型となってい ~ 3 深発地震について

み ・ ， ー ( 1 )記象型の分類

記象型は発震機構，地下構造が同じであれば，¥震央距 各記象型から3基本型に分類した.

離によづて系統的な変化が現われるものと思われる.、す H型， 典型的な深発型究、P波の振幅が小さいが S波

なわち，山形の北東および南東方にみられるようにA型 の出現が顕著なもの.

を中心にB，C， E型がほぼ同心円状に分布している Hf型， H型と大体同じだが S相以後振幅り減哀がや

しかし山形の東方をみると， 1420Eを境にしてその西 iや遅くなる

第2表 深発地震記象型分類表

象 の

東北地方典型的な深発型でPからSまでの振幅は小さいがSが大で

H11 、 ，1 11~1081100~4701特に始めの 2 ， 3 周期の振幅大きい.

H I 本州中部?東海道沖 I 振動の減衰も早い.

H， I 'J笠原詩
fI' I I千島南部

分叫吋震央地名

J 
オホーツク海南部，

日本海中部

言己 ー特 徴型
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128 験震時報第 33巻第 2ふ4号

J型，.p波の振l隔が大きく S波の振幅は P波の振幅

より小さいJものもある.

以上の基本型に「第2表」のようにH型を細分したも

のを加えて震央分布図を作ったものが「第5図j であ

り，記象型の実例は「第6図」のとおりである.

S 
N 

第5図深発地震記象型の分布図

州州川仰←…

長一一柳\~同州鴨川…

H1型 1947年10月3日15時22分東海道はるか沖，31.5
0N

139. 00 E H 350km震度O

すJ 附ぃ…仲附……

長一……-川~…一
H2型 1955年5月30日21時34分小笠原南方沖， 24円。N

1421hOE H 600km震度O

~州州~州州川

J型 1950年2月28日19時22分オホーツク海南部，
46. 00 N 143. 80 E H 320km 震度O

第6図深発地震記象型の例

この図をみると， H型，東北地方から中部地方を経て

東海道沖から小笠原諸島にまで帯状に分布している.こ

の型は更に P波の初めの部分の振幅が一様なものと，

初めの 2，3周期の振幅がやや大きく現われるものとが

あって，前者をH1型，後者をH2型とすると，東非地方

から東海道沖にかけては H1型，小笠原諸島にかけては

H2型に細分することができる.

H'型， 千島列島南部から北海道北東部にかけて分布

し浅発地震北海道南東沖の C4地域と似た記象を示して

いるようで、ある.

J型，樺太南部から北海道西部，日本海中部にかけて

分時柑している.

(2) 分類の結果

一応以上のように分布状況をみたが，資料が21例と少

なく不確実であることを付け加えてこの程度にしておき

7こL、.

、III 初動の分布による地震活動域について

~1 資料および調査方法

1960 (昭和35)年 5月， 54C型普通地震計で観測され

た， 1960年6月から1968年9月の 8年間の資料を用い

「地震予知のための予備調査 (3)Jの要領に従がって

調査した.用いた地震の数は 384 例で，深い地震 (h~

100km)は資料が少ないので地図上にプロットするだけ

にとど、めた.

~ 2 初動の押し，引き分布

山形における初動押し，引き水平分布は「第7図」の

とおりである.青森，岩手県沖をみると調査期間の関係
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第3表、記象型別，年別地震回数表

年|回数l
1947 4 

1948 16 
、

1949 8 

1950 9 

1951 13 

1952 22 

1953 13 

1954 9 

1955 15 

1956 9 

1957 4 

1958 15 
1 

1959 12 

計 149 

年|回数|

1947 1 

1948 1 

1949 1 

1950 2 

1951 3 

1952 2 

1953 1 

1954 1 

1955 2 

1956 2 

1957 3 

1958 

1959 2 

計 21 

型|細分|回数

A 16 

AJ 5 

A2 11 

B 24 

B1 3 

B2 15 

B3 6 

C 50 

C1 16 

C2 19 

C3 10 

C4 5 

4 

E 26 

E'l 16 

E2 10 

F 16 

F1 9 

F2 7 

13 

2十 149 

型 l細分|回数
H 14 

H1 10 

H2 4 

3 

4 

21 

第 7図初動の抑し引き分布図

で1968年十勝沖地震とその余震が主であるが，金華山は

るか東方沖から北海道南東方 (K地域〉にかけて広く押

しが分布し，そのうち青森県東方沖と岩手県はるか東方

沖にK"とK'の引きの部分がある.

福島県から茨城県沖にかけては，引きを主としたM地

域と，はるか東方沖の押しを主としたL地域に区分でき

て L地域はM地域の南側で西方に伸び千葉県にまで達

しているようにみえる.

丙陸部で、は，宮城県の北部に押しに引きの混じったN

地域と，押しの比率は同じようだが震源の深い N'地域

とがありM地域とは違った一つの活動域があ aりそうであ

る.

茨城，千葉県方面のP地域は， Mと大体同様な分布を

示すが内陸部にあることから区分してみた.

山形から西方の部分については一般には地震が少ない

が，調査期間中に1964年新潟地震があり，その余震を主

とするがその{也の期間についても引きが卓越している.

新潟地震の余震域と山形県をすべてQ域とすることがで

きる.

Q域の南側は新潟県南部から栃木，群馬，長野県にか

けて，すべて押しのR地域になっている.

各地域の押し，引き比率と特徴は.I第4表」のとお
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第4表'地域別の初動分布の割合

範囲
単位名 j 震央地 1・名

N ， 1 E' I ， h 

K>  1北海道南方沖，青森県138.50'1142. 1 01 00~80 1 
l東方沖，岩手県東方沖1~42.001 ~1440I 

ul一方沖 lt613 l 

K'.' 1一方沖 ij127lr:5430叶
L 
1 
福島 茨械捌問叩城槻蜘附県駅附Y沖中

13閃竺勺t弘i2立:;;5 [!一叫叫1日22叫:;二以44副4010∞ふ川……O←い叩…十一引叩1叩削O∞O
[岩手宮城福 13~. 701139. 70 1 oO~lòol 
島，茨城県沖 1 ~36.20I ~1430I 

Nl時北部 hz。lrr7loo~|
N~ 1醐南部 !とふ!と275hool
pl 茨城，千葉，栃木， 135.30 1139.30 1 00~80 1 
| 群馬県，東京 i

ι 1 ~36. 501;......140.401 
Q 1 山形，新潟県とそ 137.8，? 1139.00 1 00~80 1 
! の沖 ， .1 ~39. 001~140. 501 ・ | 

!新開福島西附 1138.001川01部，栃木県 • 1 ~37. 801__140.001 

り.

~ 3 初動の押し，引き鉛直分布‘

「第7図」十にこよる水平平.分布の状況を鉛直方向について

みる

'0∞Oσ， ---3鈎9~汚OωOび" 40000'---41000'の各断面についてプロッ'ト
したものが「第8図」七、ある.

水平分布での押しまたは引き地域は当然鉛直分布にも

現われてし、る.水平分布セ、わからなかった鉛直方同の特

徴を水平分布と合わそて考えてみると，水平分布Kにつ

丸、て，広τ押L域の中に K'引きの小地域があるが，鉛
直方向についてみると K'に相当する部分は「第8図

α(l)J K' 1.の深さ40kmまでに限られており， 50km以
深のものはKであり，水平分布 K'は深さ50km未満の
浅い震源の活動域であるようだ.

水平分布Mにごついて，広い地域にわたって引きの多い

Mも鉛直分布をみると更に引きが卓践している.岩手県

考

44lll9jlffff益城県一戸にあ

21 3
1

60

l

K の中のIJ地域浅L

O 
1
4
1
100
1 
)'. " h =30---40kniだけ

1;T~90 
I
広範囲ヤなり顕著

l219o 
1 
88ltM60 

1口71，
9 

1 

6臼5| ;:I:5z5緊?r主Er!zEr;立rt??なむ一し
515 
1 
50 

1 

3117 I 
85
1 
;;0 ~ 

3182 19~ 
1
新潟服をーである

12|O l100 iiJTh
註

沖M1では深さ80kmまで全層，宮城県沖になるとM2
は深さ60kmまでとやや浅くなり，福島県沖ではM3の
深さ80kmまで，茨城県から千葉県東方沖にかけては全
層M4し，水平分布M東方のLの押しが稲島，茨城県沖
L3の，宮城県沖のL1のよう医M3，M2の引きの深
部にL3， 

，
L 2.の押じがもぐり込んでいるようにみえ

る.水平分布Lは50kmより深い地震はなく60kmより深
いものは前に述べたようにL3，. L 1が水干分布Mの下

にもぐり込んで、いる.

宮城県のN及びN'は鉛直分布で出N1とL1の区別
がつけにくく，深さ20kmまでがN1で水平分布のNに
相当， 40km以深がL1と混同して水平分布のN'になっ
ているようにみえる.

水平分布PはM同様引きを主としているが，鉛直分布

をみると I第8図のく4)JM4とP1のようにその聞
にR2の押し域がありそうマ，水平分布では内陸部であ
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TM 叫l M 14f M 
• '.. IM'I I五戸|

50ト --1・τKl"'ht 
100 

150 

200 

138' 
00 

50 

100 

150 

200 

• L一一一一一...l

(1 )40000'~39000'N 

(.2) 39000' ~38000' N 

143. 

(3) 37030'~36030'N 

14:S-

•• 
( 4) ，36030' 35030'N 

第 8図初動の押しヲ|き鉛直分布図

ることから一応MとPに区分したがこのことから-p，を

つの活動域と考えたほうが妥当のようセ¥ある.

水平分布Qについて， r第8図の(2)JQ 1でみるよ
うに深さ50km未、満の浅いものを主に 200kmまでの深さ

におよびかなりはっきりした活動域であるらしい.

水平分布RについてもQ同様浅いものを主に200kmま
での深さにわたり押し域であり「第8図の(4)JではR

2のようにP1の深部に押し域が， また r第8図の
(3 )Jのように福島，茨城県沖のMを中心にR1， L3 

L2の押しの部分が引きのM3を取り巻いて活動域をつ

くっているようにもみえる.

S 4 初動方向のかたより
震源の深さ30~，60kmの地震で、初動が 3 成分ともとれ

たものを用い，合成した値が 5μ 以下の短矢 5~1Oμ

長矢の先に一つ， 10--':30μ 長矢の先に二つ， 30μ 以上長

矢の先に三つと 4段階に区別して震央に平行移動Lたも

のが「第9、図」である.

第9図初動方向の水平分布図 s 

合成値10μ 以上の資料が少なく詳しいことは不明だ

iが，山形のt北東方から東方にかけて左かたより (0)で

東方で逆に右かたより(・〉に変わっており，南東方で‘

再び左かたよりとなり南々東方で右かたよりに変わって ¥ 

いる.これは，北東から東方に行くに従いP波の速度が

遅くなり，東方から南東方に行くに従い早くなり，再び

南々東方に行くに従い遅くなっているものと推定され

る.

IV 走時曲線からみた地下構造について
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S 1 資料および調査方法
1953 (昭和28) 年~1968 (昭和43)年9月の15年間に

観測された地震のうち，P波が iPまたはPと験測さ

れ，発震時，震源が判明しているもでの，震源の深さ80

km以浅，震央距離500km以内の地震を使用し r地震
予知のための予備調査」に従って対象となる地震431例

について，和達，益田の標準走時からのかたよりについ

て調べた.

なお，期間中には1960年 5月以前の気象台式簡単微動

計と以後の~4型C 普通地震計の 2 台の資料を用いてい

る.

~ 2 地域区分

II， IIIによる活動域を参考にして「第10図」のように

SからZでとその他の 9地域に区分してみた.

S区域宮城県北部を含め岩手，青森県内陸部，

T区域 北海道南方沖から青森県N1vこかけて C1 とK
に対応，

U区域岩手県沖でFとKvこ対応，

V区域宮域県沖でGとM，Kに対応，

W区域福島県沖から千葉県沖にかけてs2，C 2， Ci 

とM，Lに対応，

X区域 茨城，千葉，東京にかけての内陸部，

Y区域栃木，群馬，長野県にかけてRに対応，

Z区域山形，新潟県にかけてQに対応，

他区域青森，秋田県の西側とその沖

以上ζで，走時図に用いた記号は「第10図」にあるとお

りに使用Lた.

_ ~ 3 走時図

資料，地域区分によって作ったのが「第11-1~11-7図」

である.なお，図中の実線で示したものは和達，益田の

第10図戸地域別区分と地域別記号

標準走時曲線であるj 平均するとやや早目の傾向がある.新潟県沖のZ区域も

全般に標準走時に合っているが細部について特徴も認 ノミラツキが大きく平均でやや早目の傾向あり，その他は

められるので深き別にみる. 〆 一 、 大体標準と合っている.

OO<h孟20，宮城県北部の S区域はパラツキが大きく 20<h豆30，資料が少ないが標準と合っている.
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30<h豆40， Z 区域は明らかに 1~2 秒早目であよく

まとまっている.茨域県沖W区域300km付近に 1~2 秒

遅目のものがありそう.その他はバラツキはあるが合っ

ている.

40<h豆50，大体標準と合ってし、る.

50<h~60， Z区域早目があり， V区域も 130km付近

にやや早自の傾向あり.

60<h豆70，資料少ない.

70<く h~80" 句 4医域)OOkm付近の千葉県中部でやや遅

目の傾向あり J

これらのことを区域別に検討してみると

S区域，宮城県北部では30km以深の地震が少なく浅

い範囲しかわからないがやや早目の傾向がある.

T区域，全般によく標準走時と一致しており記象型に

みられる特徴はなく U区域も含めて三陸沖は広く一様な

地下構造が考えられる.

V区域金華山付近の深さ50~60km にやや早目の部

分がある.記象型の AからC;~こうつる境界付近で不均一

性の構造が考えられこの外側はT，U区域同様標準と一

致Lてい石.

W区域銚子付近の深さ30~40km でやや遅目の部分ん

あり，記象型C2とCaの区分線に当たりこの付近に不均

一な構造が推定される.

X区域 e 千葉県中部の深さ70~80km でやや遅自の傾

向になっ士おり，初動の押し引き断面図「第8図η4j

-R 2付近に相当し，記象型の細分図「第2図JI同区分

図二Ir第3図」にみられるようにこの付近に区分線が引
けることから，この付近では地殻構造にちがし、が推定さ

れる

Y区域 資料が少なく不明だが大体一致している.

Z区域 60kmより深い資料は少ないが深さ50~60km

までは深さとともに早自に現われる傾向がある.

V あとがき

、全般に資料不足で最も多くある IVでもまだまだ不充
分で詳しいことはわからない点が多い.今後の資料を加

えて，更に検討する必要があると思う.また，経年変化

については調査期間，資料数の関係で省略した.
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